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新規検査項目のご案内 
 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、このたび新たに下記項目の受託を開始することになりましたのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 
 
 

記 
 
 
 
《受託開始日》    平成 29 年 11 月 1 日（水）受付分より 
 

《検査要項》 

検査項目名称 腸内細菌叢検査（腸内フローラ） 

検査コード 9933 

JLAC10 該当なし 

検体量 糞便 

保存・容器 冷蔵・KT（専用） 

実施料（判断料） 未収載 

所要日数 30 ～ 41 日 

検査方法 高速シーケンス解析法 

基準値 設定なし 

 

《解   説》 

近年注目を浴びている腸内細菌は、多数の菌種によって構成され、ヒト腸内に100兆個も存在して 
いると言われています。腸内細菌叢（腸内フローラ）は、食事や健康状態により変動するほか、免疫 
系や様々な体質、疾患と深く関係があることが示唆されています。 

本項目は、先端的な高速シーケンス解析法により、腸内の微生物について菌叢の割合や注目される 
   細菌の検出を行います。 

 

《注   意》 

    ・ヒト生体試料の解析にあたり、インフォームド・コンセントを受けたものであること、個人情報が 
特定できないよう匿名化されているものに限ります。必ず匿名化された患者名での出検をお願い致 
します。 

・採便量不足等による DNA 抽出異常の場合においても、DNA 抽出費用が発生致しますのでご注意 
願います。 

 
 




